
令和元年度 中等教育研究会 社会科分科会 

教科総論について 
（３年次） 



研究主題 

社会の形成者としての 

資質・能力を育む授業の創造 
 

～社会科における「見方・考え方」を
働かせた学びを通して～ 



社会の形成者としての資質・能力 

○ 社会参画の態度 

○ 他者と対話する能力 

○ 新たな課題を見出す能力 
 

☆ 多面的・多角的な考察・構想 

☆ 課題解決の能力 
 

□ 社会的事象や課題の理解 

□ 情報を読み取る能力 

学びに向かう力 

人間性等 

思考力・判断力・表現力等 

知識・技能 



見方・考え方（本校としての捉え） 

・分野固有型 
 

・分野横断型 
 

・メタ認知型 

本校の捉える 

「見方・考え方」 

生徒の 

「学習の有り様」 



見方・考え方を働かせる 

学習指導要領でいうところの「見方・考
え方」にあたる。追究のための視点や方
法。解釈のための「概念的枠組み」。 
３分野にわたって、単独で働かせたり、
組み合わせて働かせたりする。 
 
例：地理的分野―位置、空間的広がり 
        人間の営みと関連付けて 
  歴史的分野―時期、推移 
        事象同士を関連付けて 
  公民的分野―概念的枠組み 
        多様な概念を関連付けて 



見方・考え方を働かせるための工夫 

① 問いや学習過程の工夫 
 

②ＳＥＬＦとの連携 
 

③小学校社会科との連携 



①問いや学習過程の工夫 

②ＳＥＬＦとの連携 

〇見方・考え方を働かせる中で、問いを設定した
り、課題の追究や解決に取り組んだりする中で、
見方・考え方を働かせる。 
 

 

⇒生徒のもつ問い＝教師が考えさせたい問い 

 に近づけるよう、 

 （１）ねらいの明確化 

 （２）学習内容の構造化と焦点化 
 

⇒探究的な学習過程 

 



③小学校社会科との連携 

⇒小学校段階で育まれてきた「見方・考え方」
を働かせる。 
 

⇒小学校までの学習を通して形成されてき
た認識を揺さぶる。 

 



昨年度の実践 

資質・能力を見取る評価の工夫として、 
 

（１）「学習の記録」 
単元の終末や毎回の授業の振り返りを記入する。 

 

（２）パフォーマンス課題 

単元の学習を通して育まれた資質・能力を
発揮して課題に取り組む。 

 



３年次の研究 

①見方・考え方を働かせた学びを実現した授業の
在り方 

・とくに「問い」や「教材」に着目して。 
 

②評価の工夫 

   （「学習の記録」とパフォーマンス課題） 

・「社会の形成者としての資質・能力」が育まれ
たかを評価する方法としての妥当性 
 

・生徒の学習調整につなげる。 

（「メタ認知型」の考え方、「主体的に学習に取
り組む態度」の評価） 



学びの記録 
〇毎時間、「単元の学習課題にどこまで迫れた
か」「迫るためには何を学ぶべきか」を問う。 
○単元の学習課題に対する結論を記述させる。 
※単元の学習課題に迫る 
      ＝資質・能力が育まれている 
〇単元の学習を資質・能力ベースで振り返らせる。 
 
（１）妥当性 
生徒の記述に、どこまで資質・能力が育まれたかが
表れる。 
 
（２）生徒の学習調整 
生徒自身が、自らの学習を意識し、次の学びをめざ
す。 



パフォーマンス課題 

〇パフォーマンス課題の設定 
〇ルーブリックの工夫・活用 
（１）妥当性 
生徒が課題に取り組む中で、資質・能力が発揮される。 
 

（２）生徒の学習調整 
ルーブリックを用いて自らの学習を振り返り、次の学
習に活かす。 

ルーブリックをつくることを通して、生徒が自らの学
びを深める。 
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授業実践について：学習の記録 

【毎時間の振り返り】以前 

・何が分かったかを問う。 

 

☆授業内容の羅列が目立つ。 



授業実践について：学習の記録 

【毎時間の振り返り】変更後 

・目標に迫れたかを問う。 

 

☆学習課題の解決に向けて、分かった
ことの記述が増えた。 



授業実践について：学習の記録 

【学習課題に対する結論】 

 

☆単元の目標に迫る姿が見取れる。 



授業実践について：学習の記録 

【次の授業で学習すべきこと】 

・次に何を学習する必要があるか問う。 

 

☆これまでの学習の流れを活かした記
述。授業につなげることは難しい。 



授業実践について：学習の記録 

【単元の振り返り】 

・単元の学習前後を 

振り返らせる。 

 ☆学習の成果が表
れている。これが
次の時代を考える
時に活用される。 
＝学習調整 



授業実践について：学習の記録 

【考察】 

・資質・能力を見取ることができる。 
 

・単元の学習を振り返らせ、生徒の学
習調整を促すことができる。そのため
には、各単元で同じような学習活動を
仕組むことも大切である。 
 

・毎時間の振り返りをどのように授業
に活かしていくかが課題。 



授業実践について：パフォーマンス課題 

【戦前・戦中の昭和時代】 

・単元の終末で、本時と同じ学習活動 

・選んだ出来事と教科書の年表を比べ
る学習活動。 

 



授業実践について：パフォーマンス課題 
【学習後の生徒の振り返り】 

 



授業実践について：パフォーマンス課題 

【ルーブリックの作成】 

 時代の特色が明確になる 

時代の転換点が説明される 

様々な側面から時代をみる 

様々な立場から時代をみる 

後世に影響を与えている 



授業実践について：パフォーマンス課題 

【ルーブリックを用いた評価】 

・５つの視点がクリアできたらA 

 ４～３つの視点がクリアできたらB 

 ２～１つの視点がクリアできたらC 

 という形で評価させた 

  ⇒評価に目がいって、自分自身の 

   学びを深めることが難しい。 

  ⇒段階的な評価はつけさせない。 

 



授業実践について：パフォーマンス課題 

【戦後の昭和時代】 

・単元の終末に、本時と同じ学習活動 

【生徒の姿】 

・自分なりに時代像を明確にして説明。 

☆同じ学習を繰り返すことで、学習調
整をしている。 

☆自分たちでルーブリックをつくるこ
とで学びが深まっている。 



授業実践について：パフォーマンス課題 

【生徒の説明】 

 



授業実践について：パフォーマンス課題 

【生徒の説明】 

 



授業実践について：パフォーマンス課題 

【生徒の説明】 

 



授業実践について：パフォーマンス課題 

【生徒の説明】 

 



授業実践について：パフォーマンス課題 

【生徒の説明】 

 

☆単元のねらいに迫る姿が見られた。 

☆単元の学習を通して、資質・能力を
育まれたことが見取れる。 



授業実践について：パフォーマンス課題 

【生徒の振り返り】 

 

☆生徒自身の時代観が深まったり、変
化したりしている。 



授業実践について：パフォーマンス課題 

【生徒の振り返り】 

 

☆新たな側面や立場に着目できるよう
になった。＝より多面的・多角的に。 



授業実践について：パフォーマンス課題 

【考察】 
・資質・能力を見取ることができる。 
・ルーブリックを用いた相互評価・自
己評価が生徒の学びを深める。 
         ＝生徒の学習調整 
・生徒の学習調整には、同じ学習を繰
り返すことも必要。 
・生徒と共にルーブリックをつくるこ
とで、生徒の学びが深まる。 
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本時について 



本時までの学習 

（１）自分たちの「平成時代」観を記
述。保護者にもインタビュー。 

 

・平成１６・１７年生まれの生徒たち。 

・生徒：平成時代の後半の出来事 

 保護者：平成時代の前半の出来事 



本時までの学習 

（２）世界情勢 
 ・冷戦の終結 
 ・グローバル化の進展と地域主義 
 ・地域紛争とテロ 
 

（３）政治 
 ・５５年体制の終わり 
 ・自民党中心の連立政権 
 ・民主党による政権交代 
 ・郵政民営化 



本時までの学習 

（４）経済 
 ・バブル景気とその崩壊 
 ・平成不況 
 

（５）国際社会における日本 
 ・PKO協力法 
 ・自衛隊のイラク派遣 
 ・ODA、NGO 
 ・東アジア諸国との関係 
 ・環境問題への対応 



本時 

①生徒なりの「平成時代」観を表現で
きたのか。（単元の目標に迫る姿） 
 

 

②学び合いを通して、生徒の考えは深
まったのか。（学習調整） 
 

 

③ルーブリックは活用されたのか。 



以上です。 

ご清聴ありがとうございました。 


